
日本海栽培漁業漁場資源生態調査

自ワ

日本海における沿岸漁業伝興のため栽培漁業の展開を目標として、主要水産資源の分布生熊を明ら

かにし、種苗放流による生産増の口I能性、適正放流種苗のもつ特性および放流海域を究明するための

基礎資料を得ることを目的とする。
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昭和'"7年'"n 1日から'"8年 3月 3 1日まで

調査海域

権現崎から須郷崎間(第 1凶‘第 1表 }

3. 調査員および調査船

( 1) 総括場長 馬場勝彦

(2) 調査員漁業課長浅加信
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C 協力船

4. 調査項目

(1 ) 発育段階別分布生態

(2) 発育段階日IJ食物環

(3) 産卵親魚の分布生態

(4) 若令期における生息環境

問回遊移動状況

(6) 漁業の実態ならびに生活史に関する知見

5 調査の方法

(!) 海仁調査

漁獲試験

a 第 1凶に示す各点を設定し、桁網、および底びき網( 1そうびきかけ回し)により操業し

た。(第 2、入 t凶)

その{也、小型地びき網により、亦石川liuJ[J付近、鯵ケ沢町川尻付近の沖合約 20 0問、水深

2 ~:~ m告での海域を調査した。
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b 使用漁具と時期

漁 7日て 調 査 期 間 船 名

S 4 7. 4 7 - S 4 7. 6.3 0 昭 光 丸
桁 網

旭 光 丸S 4 7. 1 1 - S 4 7. 7. 3 1 

S 4 7 5 1-S47. 5. 1 ;:; 三円主三 鵬 丸
小型 底びき網

1 - S 4 7. 1 2. 1 5 旭 光 丸S 4 7 8. 

地 び き 網 S 4 7 8. 2 2 - S 4 7. 1 1. 2 0 

底び き 網 S 4 7. 1 2. 1 5 - S 4 8. 3. 3 1 瑞 鴎 丸

c 1操業毎に、操業月日、投網位置、水深、曳網時間、曳網方向を記録し介。

B 海洋観測

a 毎操業地点、毎に天候、風向、!武力、底質、水温(底層を含む)、地形について海洋観測指

針にもとづき実施した。

b プランクトンネットは、北太平洋標準ネットを用い底より表面?で垂直びきした。

c 稚魚不ツトは、 1 0分間表層びきとした。

d 採水、測温はナンゼン転倒採水器を使用して行なった。

C 漁獲物調査

a 各操業地点、で漁獲された魚種のうち重点魚種、および選択魚種については 50尾(それ以

下の漁獲尾数については全数)づっ体長、体重組成調査を実施した。

その他の魚種については適宜調査を実施した。

b 精密魚、体測定は、魚、種毎に胃内容物、性別、生殖腺重量、生殖腺熟度調査を実施した。

e 体長測定基準および対象魚種の発育段階別区分(発育段階区分は食性及び生活段階で論ず

るのは当然であるが便宜上全長(ヒラメ、カレイ)及び尾又長(マダイ)で区分した)は次

の通り。

;魚種

マダイ

ヒラメ・カレイ

測 定 基 準

尾又長

全 長

記号

F • L 

T ・ L

発育段階区 分

孟ぞと仔 魚
若令期

色成
稚 魚 若 色

ヒ フ メ 2 0間以下 3---5G;汎 6 - 1 3απ 4 ocm以上

マガレイ
- 5C宵1 6-12cm 1 3cm以上

マコカーレイ

'マ ダイ - 5cm 6-25cm 2 6 cm以上

d 調査協力船(底びき、定置)に便乗して標識放流を実施した。また、漁獲試験中にも実施

した。

e 標識は、 60努タツグガンおよび迷子札の 2通りの方法で実施した。

(2) 陸上調査 昭和 4 7年 4月3日から昭和 48年 1月 15日ま℃、

A 漁獲統計調査

漁業協同組合の水揚台帳を用L、、対象魚種(ヒラメ、マガレイ、マコガレイ、マダイ)につ

いて月別、銘柄別漁獲量を調べた。また県統計、農林統計も利用した。
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第 1図 調査定 点 位 置 図
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第 l表調査定点

1主点よりのコース
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皿調 査結果

1.ヒラメ

(1 ) 発育段階男IJ分布生態

0 仔魚期 6~9 月に水深 2 0間以浅の河川域に分布。

0 稚魚期 7~9 月に水深 1~20m の河111域に分布。

。若魚期 分布範囲は広し小型なものほど河川域の浅海に分布寸る。当才魚は水深 20m以

浅. 1 才魚以上は水深 120~130 問?で周年分布している。

時期的には 5~ 7月には水深 50 m以浅に分布しているが、 8月以降沖合化し、 10 ~ 4月に

は水深60~90m の海底々質砂と泥の接際部に分布し、逐次沿岸に近づき、このような深浅

移動を繰り返す。

0 成魚期 周年水深20 0 m 古で分布しており、 10~4 月は水深 150~160 問に分布し、

逐次接岸して 5~7 月には水深 2 0 ~ 50聞の海底岩礁地帯に接岸し、 6月末頃から沖合化し、

深浅移動を繰り返す。

第 2表発育段階別分布域(主たる)

産常------.!2 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 L_S I 9 J 
仔 魚 20m 

稚 魚 1 ~ 20m 

若 色 60~90m 5 0 m以浅

成 色 150~160m 

A 他魚種との混獲状況

a 水 深 5間以浅

混 獲 優 占 種

斗ヱヱウシノシ夕 、タマガンゾウピラヘクロウシノゾタ

マフグ、カタクチイワー/、コノゾロ

b 水深 5~ ~ 0 m 

月'-.... 混 獲 優 占 種

4 アフメガレイ、ヤナギムシガレイ、クロウシノシタ

5 タマカンゾウピブメ、アフメガレイ、カワハギ

6 アフメカ、レイ、→ナ→ナウ‘'//、ン夕、ア→Tノミヵーレイ

7 アフメガレイ.→ナ→ナウシノシ夕、コチ

c 水深 20~130 問

月三¥ 混 獲 優 占 種

1 トブザ、メ、マコカレイ、イ‘/ガレイ、ム‘/ガレイ、アイナメ

2 マダラ、マコカレイ、パパガレイ、ヤナギムシガレイ、マガレイ

3 マコガレイ、ムゾガレイ、マカF レイ

5 トフザメ、 7 コガ Lイ、;f、ウホウ、オ、シザメ、クロゾイ

6 マダイ.カナカシラ、キンカジカ、トフザメ、ヒレグロ

7 マダイ、之、/マオコゼ、ヒレク口、アイカジ力、マガレイ

8 ヒレグロ、カジカ、アカムツ、ムシガレイ、マガレイ

9 ムシガレイ、ノトクサリ、カナガシブ、カジカ、マガレイ

1 0 マタイ、マコガレイ、タマガンソウビラメ、キユウセン、キンカジカ

1 2 アカムツ、カナガシフ、マブグ.ニギス、マダイ
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(2i 発有段階JJIjにみた食物環

A 餌 料

c 稚魚期 アミ、ヒトデ幼体、ソデ具、珪藻類、魚類

。若魚期 アミ、エビ類、マダイ、カレイ類、イカナゴ、イカ類

。成魚期 イカナゴ、ソウハチ、ニギス、イカ類

発育の進むにつれて、餌料中における魚類、イカ類の比率は高くなる傾向がある。

(:31 産卵親魚、の分布生態

A 生殖腺重量及び成熟度

卵巣重量は 12 ~ 2 月~'L -1 0 9 以下であったが、 6 月には 20~2008 V'C分布し、 6 月下

旬に成熟(同体が約 50.%あった。成熟した卵巣V'Clt.卵径o.9 ~ 1. 1酬の透明卵が認められ、精

巣重量の増加傾向は卵巣ほど大きくはないが、 6月lては白色化して精子の形戒が認められる。

B 生物学的最小形

雌は 44 cm、維は :i5 Lmて、ある。

C 親魚、の出現状況

親魚の主な分布は、 1~4 月は水深 1 5 0 m 前後の沖合に、 5~7 月は水深 20~8üm の

沿岸に多くみられる。

D 産卵時期及ひ産卵場

産担Ij時期は 6 月上旬~7 月下旬で水深 20~80m の比較的沿岸で産卵する。

2 才カーレイ

(11 発育段階別分布生態

。仔魚、稚魚期、仔稚魚、が全く採集できなかヮたので不明

C 若魚期 沿岸から沖合に周年分布し、 1~ 1月は沿岸に、 9~ 1 2月は沖合に多L、σ

5月は水深 6() m に、 7 月は 80~lOOm に、自月は 12ü~14üm に逐次深所へ移動

するが 9~ 1 2 月は 90~12ümに浅海へ移動していき、深浅移動が繰り返される。

仁 成魚期沿岸から沖合に周年分布し、沿岸では 3~，1 月に、沖合では 9 ~ 1月に多い。

3~4 月は水深:O O~60m に、 5~9 月は 80~13(}m に、 1 () ~ 1 2月は 12 () ~ 

130 川に移動し 1~2 月に 8ü~lO()m に分布し、逐次深浅移動を繰り返す。

第 :l表発育段階思I}分布域(主たる)

A 他魚種の混獲状況

水深 2()~1:l()m

「月¥ 混 獲 優 占 種

つ ヒラメ、マダラ、マコカ'レイ、ノζノミガレイ、ヤナギムシガレイ

:0 ヒラメ、マコカ L イ、ムシカレイ

内 ヒラメ、マダイミシマオコセ占、ヒレグロ、アイカジカ

8 ヒラメ、ヒレグ口、カジカ、アカムツ、ムシガレイ

9 ヒラメ、ムンガレイ、ノトク→ナリ、カナガシラ、カシカ
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(2) 発育段階別にみた食物環

A 餌料

。若魚期 ゴカイ

0 成魚期 ゴカイ、クモヒトデ、エピ、カニ、二枚貝、魚類

B 食 害 種

マガレイを捕食したものはなかったが、カレイ類を捕食していたものがあるので、これにつ

いて述べることとする。

捕 食 魚 被 捕 食 魚

ブ ザ メ (全 長 5 1. 2 c明) ムシガレイ (全長 6.9 Lm ) 

、J コ ウ " 2 7. 2 Lm ) ヤナギムシガレイ 1/ 1 5 Lm) 

1/ " 2 9. 7 Lm) ソ ウノ、 千 1/ 1 9 Lm ) 

フ メ 1/ 4 9. 9 cm ) ソ ウ ノ、 チ 1/ 5. 2 Lm ) 

(3) 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及び成熟度

卵巣重量は 11 ~ 1月は 10 ~以下であるが、 4 月中旬まで重量は増加傾向にあり、 4 月中

旬以降成熟及び放卵個体が現われ、 5月上旬にはこれらの個体が 5 0 %に達する。

卵径は産卵期が近づくにつれ 0.2mm未満と 0.2mm以上の 2つに分れ、 4月中旬以降に現われ

る透明卵の卵径は o.8 5 ~ 1. 0 4 mmに達する。

B 生物学的最小形

雌は 18側、維は 16 Lmて、ある。

C 親魚、の出現状況

1~3 月に水深 1 20m 前後に、 2~5 月は 20~80m に、 9 ~ 1 2月は 120mに多く

出現をみる。

D 産卵時期及び産卵場

産卵時期は 4 月中旬~5 月下旬で、水深 20~80mの沿岸海域に産卵場が形成される。

3. "7コガ「レイ

(1) 発育段階別分布生態

0 仔魚期、稚魚期 仔稚魚、が全く彩集できなかりたため不明

。若魚期 沿岸では 6月までみられないが、沖合では 9~ 1 1月に分布している。

7 月は水深 15m 、 8 月は 55~80m 、 1 0月は 90 mへと逐次深所へ移動している。

。成魚 沿岸では 10 ~ 7月まで、沖合でも 9月から 5月まで分布がみられ、 9~ 1 0月には

水深 90~120m 、 1 2 ~2 月には 40~70m 、 3~5 月には 20~60mへと浅所へ移

動し、 8 月には 50~80m へ移動し、深浅移動をおこなう。

8 9 12 

80 ~ 90m 

成魚 I40 ~ 70m 20へ- 60m 90~120m 40 ~ 70m 
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A 他魚種の混獲状況

水深 20~130m

ほ¥ 混 獲 優 占 種

1 ヒフメ、 トラザメ、イシガレイ、ムシガレイ、アイナメ

2 ヒラメ、マダラ、ババガレイ、ヤナギムシガレイ、マガレイ

3 ヒラメ、ムシカ'レイ、マカ'レイ

5 ヒラメ、 トラザメ、ホウボウ、ホシザメ、クロゾイ

10 ヒラメ、マダイ、-J!マカンゾウピラメ、キュウセン、キンカジカ

(2) 発育段階別にみた食物環

A 餌料

。若魚期 ゴカイ、クモヒトデ

C 成魚期 ゴカイ、クモヒトデ、エピ、ヤドカ人シオムシ、端脚類

若魚、期における餌料中ゴカイ類の占める比率は大きい。

(3) 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及び成熟度

卵巣重量は放卵個体を除けば 4月中旬に最も重く、 4月に出現する放卵個体は下旬に 80%

近くみられるようになる。

B 生物学的最小形

雌は 26 cm、維は 17 cmで、ある。

C 親魚の出現状況

3~4 月は水深 20~80mの沿岸に多く出現するが 3 月には水深 1 20mの沖合にし分布

していることから、この群が逐次沿岸の産卵群に添加されるものと思われる。

D 産卵時期及び産卵場

産卵時期は 3 月下旬~5 月上旬で、水深 20~80mの沿岸域に産卵場が形成される。

4 マダイ

(1 ) 発育段階別分布生態

。仔魚期 仔魚、は全然彩集されなかヲたので、不明

0 稚魚、期 1~6 月に水深 50~60m に分布しているが、 1 月は 50 m、 6月は 60 mでそ

れぞれ 1~ 5cmの稚魚が彩集された。

。若魚期 沿岸では 2~3 月を除いて周年分布し特に 1 1月に多くみられ沖合でも周年分布し

ているが、特に 10 ~ 1 2月に多くみられる。

5--.....7 月は水深 20~60m 、 9~3 月は 40~90m に分布しており深浅移動がおこなわ

れている。

0 成魚期 若魚と同じく 2~3 月を除き沿岸では周年分布しており、特に 5~6 月は多い。

沖合でも周年分和しているが、 10 ~ 1 2月は特に多い。 1~ 4 月は水深 60~90m に、

5~6 月は 20~40m に移動してくるが、 9 ~ 1 2 月には 60~90m と 20~40m の 2

40 ~ 90m 

りo~ 90m 
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A 他魚種の混獲状況

水深 20~130m

~ 混 獲 優 占 種

ア

ア

ヒ

ヒ

6 ヒラメ、カナガシフ、キンカジカ、 トフザメ、ヒレグロ

7 ヒラメ、ミシマオコゼ、ヒレグ戸、アイカジカ、マガレイ

10 ヒラメ、マコガレイ、タマカンゾウピラメ、キュウセン、キンカシカ

12 ヒラメ、アカムツ、カ十カ νラ、マフグ、ニギス

(21 発育段階別にみた食物環

A 餌料

。若魚 ゴカイ、エビ類、アミ類、クモヒトデ、カニ、端脚類、魚類、イカ類

。成魚 ヤドカリ、コウイカ、魚類

B 食害種

捕 食 色 被 捕 食

ン コ ウ ( 全 長 ~ 8. 2円n) ーマ タV イ (昆;父長

イ ナ メ( " 3 1. 3 1m ) ーマ !l イ " 
プ メ〔 fノ 2ι! 1m) ーマ 手 イ " 
ブ メ( " :2 Ei. 8 1m) -" タ イ " 

l:ll 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及ひ成熟度

魚

7 Lm) 

6. 5 Lm ) 

3.5 (.m) 

3. 5 crn ) 

7月下旬における魚体調査の結果、卵巣重量は O.9 ~ J 0 I 'Jで調査個体中半熟が 19;/0、

成熟は 23. 8払でありた。

B 生物学的最小形

雌は 221m、雄は:211mて、ありた。

C 親魚の出現状況

:í ~tì 月およひ 1 0 ~ 1 :2月に水深:2 0~80m の沿岸成に多く出現する。

D 産卵時期は 7月下旬以降で水深:2(1 ~ 8 () mの沿岸域に産卵場が形成される。

い11 若令期時代における牛息環境

王子ごご ヒ --; メ ーマ ii レ イ マコガレイ ーマ 亭 イ

生 '自じs、 海 域 1ロj I11 域

仔 色 7J( i架2り m].:J浅 可一 明 i干、 明 不 時j

稚 色 1 ~:2 U m 同 J: 同 J-. 7.K深:5(] ~ ti II 巾

若 魚 当才魚、 2II m U浅 *. rtf lI O~. 1 10m 水深 1j九日() "ι :2 (] ~ 9 (]市

底 i言 水 温 9. " ~:2 1. i C 1 ():2 ~ 1り 90 1(] :2 ~21C 9'0 

底 質 C 、 S f s、Ms M、1¥1s S、

海 底 地 形 平 担 f 担 平 担 平 担ふ

稚魚との混獲種 ア 、、 -ェビ ヒラ λ、ムゾガレ
イ、マコカーレイ

(引回遊移動状況

A ヒラメ

放iれから彩捕に至るまでは経過日数 17~165 日、放流点からの距離(] ~ 1 J ()出で、ほ

とんと 10 泊以内で持崩されているが、:20 {量以内の点で再怖されたものはお 7.5 (モ1を占めて

L、る。再摘されたもののうち移動の寄るしいものに、むつ湾、秩岡県、新潟県があげられる。
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よ五~ 放 流 尾 数 放流海域 再捕尾数 再 捕 率

4 2 若魚 1 8 日 本 海 6 3 3.3% 

4 3 1 1 11 4 3 6. 4 

4 4 5 4 11 8 1 4. 8 

4 5 9 8 11 4 4. 1 

4 6 172 11 1 3 7. 6 

4 7 341 11 2 1 6. 2 

4 7 成魚 3 11 

4 8 若魚 1 2 9 11 

4 8 成魚 l 11 

4 8 若魚 2 1 む ザコ 湾

メ口h 計 8 4 8 5 6 6.6 

B マカボレイ

再捕尾数 1尾であるが、 3月に放流し 64日経過して 5海沿岸へ移動し再捕された。

両?でう 放 流 尾 数 放流海域 再捕尾数 再 補 率|
4 6 成漁 4 4 日 本 海 ?ら
4 7 11 5 8 " l 1. 7 

4 7 若魚 3 11 

4 7 成魚 6 6 津軽海峡

4 8 11 2 4 4 む ザコ 湾

L合 :一計 415 l 

C マコカレイ

放流から再捕に至るまでは経過日数 13~274 目、放流点、からの距離 2 ~ 1 70湿で、ほ

とんど 15浬以内で再摘されているが、 20 湿以内で採摘されたものは 81. 3 %である。再捕

地点のうち移動の著るしレものに、むつ湾、秩田県、新潟県がある。一般に春は南下、秩は北

上して再捕されている。

五瓦~ 放 流 尾 数 放流海域 再捕尾数 再 摘ゐ 数

4 6 成魚 205 日 本 海 1 3 6.30/0 

4 7 11 9 7 " 3 3. 1 

" 3 6 津 軽 海峡

4 8 11 206 日 本 海

4 8 11 9 0 む Jコ 湾

メ口斗 計 634 1 6 2. 5 
Lー←

D マダイ

放流から再捕に至るまでは、経過日数 8~ 9 1日、放流点、からの距離 3~ 2 1湿で、 20 t'!!. 

以内で再捕されたものは 88.9%を占めてレる。

5月に放流した若魚のうち、 8月までに再捕されたすべては北上傾向にあった。

1 1.70/0 

1 1. 7 

放流海域|再;捕尾数

日本海 I 9 

再捕率

nu 



E ムシガレイ

紋1mから再捕に至るまで経過H数 0-72日、放流点からの距離 0-"1 5 i1ih::， 2 0 i型以内

の点、で再補されたものl土63.7.%にのぼっている。 2-3月に放流したものはすべて南で再捕

された。再捕されたもののうち移動の箸るしいものに秩田県があるu 

五夜~ 放流尾数 放流海域 再捕尾数 再 捕 率

i込I 

1 6 成魚 :2 2 日 本 海

4 7 " 365 11 

4 7 11 9 8 津軽海峡

4 8 11 3 日

4 8 11 5 む

計 493 

(6) 漁業の実態ならびに生活史に関する知見

A 漁業の実態

a ヒラメ

本 海

'0 湾

l 4 5 % 
1 0 2. 7 

1 1 2. 2 

本県日本海におけるヒラメの漁獲量は、昭和 37年の 85トンから 45年の 27 6トンま

で増加してレる。

ヒラメを対象とする主な漁業は、定置網、刺網、底びき網で、それぞれの盛漁期は 5~7

月と 11 ~ 1 2月、 5---7月、 12 ~4 月となっている。

b マガレイ

漁獲量は昭和 35年の 9トンから:38年のビ ク(2 6トン)を経過し、 42年には 3 ト

ンとなり、その後農林統計においてはカレイ類として取り扱われることになったため、正確

な数量を把握できないが、 46年には鯵ケ沢、大戸瀬の両地区の漁獲量は 18トンにのぼっ

ている。

マガレイを対象とする主な漁業は底びき網て¥ほかには刺網、定置網がある。

c マコガレイ

4 6年の漁獲量は、大戸瀬地区 69トン、鯵ケ沢地区 79トン、脇元地区 2トン、小泊地

区， 3トン。

マコガレイを対象とする主な漁業は底びき網で、ほかには刺網、定置網があり、前種マガ

レイと同様の操業状況を示す。

d マダイ

漁獲量は 37年の 36 ，1トンから 45年の 15 6トンまで減少している。

マダイを対象とする主な漁業は定置網と底びき網で、ほかには釣、巻網などがある。

定置網、底びき網の盛漁期はそれぞれ、 5~6 月と 1 0月、 10 ~ 1 2月となっている。

B 銘柄別漁獲量

本県日本側の各漁協水揚台帳から、銘柄別の漁獲量を調べた。そのうちの代表的な水揚港で

ある深捕を例に、月別の銘柄組成をみると次の表のとおりである。
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a ヒラメ

<1 7主f度における深浦地区沿岸でのヒラメ銘柄別漁況

(一本 、刺網)

ぶ----ご 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 。。。。。。。 。。。
中 。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。 。。。

ア オ ，、. 。。。。。。。。 。。。
， 。。。。。。。。 。。。

手 の 平 。。 。。。。。。。。。
， 。。。。。。。。 。。01 
， 小小 。 。。
注 @は特に漁獲の多い時期

4 7年度における深浦地区手置網でのヒラメ銘柄別漁況

ぷ----ご 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 。 。。。。。。 。。。
中 。。 。。。。。 。。。。。 。。。。。 。。。

ア オ 2、. 。。。。。。。。 。。。
， 。 。。。。。 。。。

手 の 平 。 。。。。。。。。。
手 の 平 。 。。。。。。。。。

」

4 6年における深浦地区低びき網でのヒラメ銘柄別漁況

五十¥ご 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 。。。。。 。。。。
中 。。。。。 。。。。。。。。。 。。。。

ア オ _，、e 。。。。。 。。。。
アオ ，、- 。。。。。 。。。。
手 の 平 。。。。。 。。。。

， 。。。。。 。。。。
b マガ レイ

第 27表 4 7年度における深浦地区マガレイ銘柄別漁況 (刺網、一本 ) 

ぷ瓦-----よ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

'可F ヲf レ イ 。。
2 マガレイ 亡、 。。。
3 マガレイ 。。。
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4 7王手における深浦地区底びき網でのマガレイ銘柄別漁況

よ~ ー什 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1Z 

ーマ すf レ イ

2 ーマ tf レイ 。。。。。 。。。。
3 'マ すf レイ 。。。。 F¥ぶノ 。。。
4 ーマ すf レイ 。。C 。。 。。。。
5 -マ tf レイ 。。。。 。。。。

e マコガレイ

4 7年における深浦地区沿岸でのマコガレイ銘柄別漁況

防トよ 1 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 12 

礎 子マコガレイ 。。F℃ご" 
。

釣 マ コ ガ レ イ 0'0  @ 。 。。C 

期l 中マコガレイ 。。。。 。。
網 ， 。10 。。 。。
定 子マコガレイ 。
置 マコガレイ 。。。。 。。
網 中マコガレイ 。

4 7年における深浦沖合でのマコガレイ銘柄別漁況 (底びき網)

話~ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

子マコガレイ 。。。
ーマ if レ イ 。。f込c六ソ、 。(。 。。。。
中マコガレイ o 。。。。 。。。
小マコガレイ 。。(C)ノソ 。。 。τコ 亡7 て了 l

小々マコガレイ 。。。
d マダイ

4 7年における深浦対反沿岸でのマダイ銘柄別漁況 (定置網)

~こ 1 -“ 〉 3 4 5 6 7 日 9 ~O 11 12 

大 タ イ 。 。。}。。。 。。。
中 タ イ Oi。。。。 。。。

タ イ 。。。。。 。。。
1 タ イ 。 。。。。。。。。。
2 タ イ 。。。。。 C 。。
3 タ イ 。 。 。。。。。 。
1 タ イ 。。 n 。
υ 戸 タ イ 。 。。
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4 7年における深浦地区沖合でのマダイ銘柄別漁況 (底びき網)

玄ト¥L 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 タ イ 。 。。。 。。。
中 タ イ 。 。。。 。。。

タ イ 。 。 。。。
1 タ イ 。 。。 。。。。
2 !J イ 。 。 。。。。
3 タ イ 。。。。。 。。。。
4 タ イ 。 。 。 。。。。
5 タ イ 。。。。。 。。。

」一

N 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1) ヒラメ 、仔魚の棲息場所、時期について知見を得ることができた。

(2) ヒラメの発育に伴なう食性の変化、その外の対象魚種の食性および、食害種が明らかとなった。

(3) 対象魚種4種の産卵時期、生物学的最小形が明らかとなった。

(4) 回避移動距離、経路について 2、 3の知見を得ることができた。

(5) 漁業種別銘柄別漁獲量を謂べることにより、季節に伴なう生態の変化および漁業の実態を把握

することができた。

2 今後の課題

(1) マヵーレイ、マコガレイ、マダイの稚仔魚の生息環境の把握。

(2) 放流前の種苗の中間育成方法の確立。

(3) 若令魚に対する有効標識票の開発。

(4) 放流後の回遊移動と放流効果の究明。
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